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▼
「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」
が
完
全
復
活
を
し
ま

し
た
。
今
回
の
旅
行
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
（
文

学
館
の
展
示
を
見
る
こ
と
を
除
い
て
は
）
な
ん
と

い
っ
て
も
外
海
に
沈
ん
で
ゆ
く
夕
陽
が
見
ら
れ
た

こ
と
に
尽
き
ま
す
。
東
京
、
他
の
地
方
で
は
雨
が

多
か
っ
た
の
に
、
長
崎
の
外
海
は
一
日
中
見
事
な

快
晴
で
、
そ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
か
の
よ
う
な

夕
陽
は
余
り
に
美
し
く
、
思
わ
ず
歓
声
を
上
げ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
号
特
別
に
カ
ラ
ー
で
皆
様
に

お
届
け
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
晴
れ
男
の

遠
藤
先
生
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
者
か
ら
周
作
ク
ラ
ブ
宛
て
に
礼

状
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年

も
ど
こ
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
楽
し
い
旅

に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

▼
高
橋
千
劔
破
さ
ん
で
思
い
出
す
の
は
、
私
が
初

め
て
劇
団
樹
座
の
舞
台
に
立
っ
た
と
き
の
こ
と
。

千
劔
破
さ
ん
は
、
白
鳥
の
湖
の
オ
デ
ッ
ト
姫
の
相

手
役
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
王
子
の
役
で
、
バ
レ
エ

を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
背
が
高
く
、
ス
タ
イ
ル
も

良
く
、
綺
麗
に
お
化
粧
を
し
て
黙
っ
て
立
っ
て
い

れ
ば
素
敵
な
王
子
様
で
し
た
。
踊
り
さ
え
な
さ
ら

な
け
れ
ば
。�
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◆
遠
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✤﹃
遠
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周
作
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年
﹄

�

宮
辺
尚 

著

�

7
月
25
日
刊
行
予
定　

予
価
２
，４
２
０
円

✤�﹃
遠
藤
周
作 

お
ど
け
と
哀
し
み

―
わ
が

師
・
狐
狸
庵
先
生
と
の
三
十
年
﹄

�

（
増
補
・
新
版
）
加
藤
宗
哉 

著

�

9
月
14
日
刊
行
予
定　

予
価
２
，３
１
０
円

✤�﹃
遠
藤
周
作
を
探
し
求
め
て
　
無
名
の
人

の
声
を
聴
く
﹄︵
仮
︶�

今
井
真
理 

著

�

11
月
20
日
刊
行
予
定　

予
価
３
，０
８
０
円

※�

い
ず
れ
も
、
年
内
に
刊
行
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

『
沈
黙
』
の
原
点
と
も
言
え
る
貴
重
な
発

掘
作
品
『
沈
黙
の
声
』、
遠
藤
若
き
日
の�

習エ
チ
ュ
ー
ド
作
と
、
留
学
時
の
新
発
見
書
簡
を
公

開
す
る
『
ア
ラ
ベ
ス
ケ
』。

そ
し
て
関
連
本
で
は
、「
周
作
ク
ラ
ブ
」

会
報
の
大
好
評
連
載
単
行
本
化
『
遠
藤
周
作

と
劇
団
樹
座
の
三
十
年
』、
遠
藤
周
作
の
弟

子
な
ら
で
は
の
視
点
で
狐
狸
庵
の
素
顔
を

瑞
々
し
く
描
く
『
遠
藤
周
作　

お
ど
け
と
哀

し
み
』、
遠
藤
文
学
を
分
か
り
や
す
く
深
く

論
じ
描
く
『
遠
藤
周
作
を
探
し
求
め
て
』（
巻

末
に
最
新
遠
藤
年
譜
収
録
）。

お
問
合
せ
は
、
河
出
書
房
新
社
編
集
部
、

太
田
美
穂
ま
で
。m

-ota@
kaw
ade.co.jp
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遠藤周作文学館100年記念グッズ

【生誕100年記念
オリジナルフレーム切手 A】

・内容：84円×10枚
・販売価格：1,400円（税込）

トートバック：1,000 円（税込）

【生誕100年記念
オリジナルフレーム切手 B】

・内容：84円× 5 枚、63円× 5 枚
・販売価格：1,300円（税込）

ポストカード（ 3 枚 1 セット）：
300円（税込）

公式ガイドブック：
2,000円（税込）

遠藤周作生誕100年記念文集
遠藤周作とのめぐりあい

遠藤周作文学館編
800円（税込）

日めくり万年カレンダー：
1,000円（税込）

付箋：200円（税込）

お
知
ら
せ


